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可
決
し
た
も

可
決
し
た
も
の 

可
決
し
た
も
の 

　
本
会
議
で
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
◆
印
で
表
示 

し
、
賛
成
、
反
対
そ
れ
ぞ
れ
の
会
派
名
を
記
載
し
て
い
ま
す
。 

議
決
し
た
議
案

議
決
し
た
議
案 
議
決
し
た
議
案

議
決
し
た
議
案 
議
決
し
た
議
案 

本　会　議 

東
京
都
道
路
整
備
事
業 

推
進
大
会
に
参
加 

　
11
月
6
日
、
千
代
田
区
の

日
比
谷
公
会
堂
に
お
い
て
、

東
京
都
区
市
町
村
が
主
催
す

る
第
19
回
東
京
都
道
路
整
備

事
業
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

　
こ
の
大
会
は
、
東
京
の
広

域
化
す
る
交
通
混
雑
の
緩
和

や
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
に
資
す
る
た
め
、
道
路
、

橋
梁
、
鉄
道
連
続
立
体
交
差

等
の
整
備
お
よ
び
公
共
交
通

を
充
実
さ
せ
る
都
市
モ
ノ
レ

ー
ル
等
の
整
備
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
当
区
か
ら
は
、
議
長
、
区

長
、
議
員
な
ど
25
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
 

会派の略称　　　自民党…練馬区議会自由民主党　公明党…練馬区議会公明党　民主クラブ…民主党練馬クラブ　共産党…日本共産党練馬区議団　生活ネット…生活者ネットワーク 
　　　　　　　　緑自治…緑と自治　社民党…社民党練馬区議団　オンブズ…オンブズマン練馬　市民の声…市民の声ねりま　市民ふくし…市民ふくしフォーラム 

   

★
区
長
提
出
議
案 

 

◇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例 

　
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
報
酬

額
を
定
め
る
な
ど
の
改
正
を
行

う
も
の
。 

◇
練
馬
区
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例 

　
外
国
人
に
係
る
印
鑑
登
録
証
明

書
を
自
動
交
付
機
か
ら
交
付
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
改
正

を
行
う
も
の
。 

◆
練
馬
区
特
別
区
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例 

　
寄
付
金
税
制
の
拡
充
、
公
的
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
の
導

入
、
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡

所
得
等
に
対
す
る
課
税
の
見
直

し
な
ど
の
改
正
を
行
う
も
の
。 

　
賛
成
＝
自
民
党
　
公
明
党 

　
　
　
　
民
主
ク
ラ
ブ 

　
反
対
＝
共
産
党
　
生
活
ネ
ッ
ト 

　
　
　
　
緑
自
治
　
社
民
党 

　
　
　
　
オ
ン
ブ
ズ
　
市
民
の
声 

　
　
　
　
市
民
ふ
く
し 

◆
練
馬
区
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例 

　
出
産
育
児
一
時
金
を
35
万
円
か

ら
38
万
円
に
引
き
上
げ
る
と
と

も
に
、
規
定
の
整
備
を
行
う
も

の
。 

　
賛
成
＝
自
民
党
　
公
明
党 

　
　
　
　
民
主
ク
ラ
ブ
　
共
産
党 

　
　
　
　
市
民
の
声 

　
反
対
＝
生
活
ネ
ッ
ト
　
緑
自
治 

　
　
　
　
社
民
党
　
オ
ン
ブ
ズ 

　
　
　
　
市
民
ふ
く
し 

◇
練
馬
区
立
区
民
農
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例 

　
下
石
神
井
四
丁
目
区
民
農
園
を

廃
止
す
る
も
の
。 

◇
練
馬
区
愛
育
手
当
条
例
を
廃
止

す
る
条
例 

　
在
宅
児
童
に
対
す
る
支
援
の
充

実
に
よ
り
、
愛
育
手
当
の
意
義

が
薄
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

愛
育
手
当
条
例
を
廃
止
す
る
も

の
。 

◇
練
馬
区
立
学
童
ク
ラ
ブ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例 

　
中
村
西
小
学
童
ク
ラ
ブ
を
新
設

す
る
と
と
も
に
、
２
か
所
の
学

童
ク
ラ
ブ
を
移
設
す
る
も
の
。 

◇
練
馬
区
震
災
復
興
の
推
進
に
関

す
る
条
例 

　
地
震
に
よ
り
大
規
模
な
被
害
を

受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
被
災

市
街
地
の
整
備
に
係
る
対
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す

る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も

の
。 

◇
練
馬
区
地
区
計
画
の
区
域
内
に

お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例 

　
土
支
田
中
央
地
区
地
区
計
画
区

域
に
お
け
る
建
築
制
限
を
定
め

る
た
め
、
改
正
を
行
う
も
の
。 

◇
練
馬
区
立
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例 

　
電
車
の
見
え
る
公
園
（
練
馬
区

北
町
一
丁
目
38
番
23
号
）
を
新

設
す
る
と
と
も
に
、
関
町
南
さ

く
ら
緑
地
（
練
馬
区
関
町
南
四

丁
目
13
番
20
号
）
を
新
設
す
る

も
の
。 

◇
練
馬
区
立
児
童
遊
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例 

　
北
町
児
童
遊
園
を
廃
止
す
る
も

の
。 

◇
練
馬
区
立
牧
野
記
念
庭
園
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

◇
練
馬
区
立
土
支
田
農
業
公
園
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

◇
練
馬
区
立
花
と
み
ど
り
の
相
談

所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例 

　
右
３
議
案
は
、
年
末
年
始
の
開

園
・
開
館
日
を
拡
大
す
る
た
め
、

改
正
を
行
う
も
の
。 

◇
練
馬
区
立
小
学
校
お
よ
び
中
学

校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
な

ら
び
に
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災

害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例 

　
都
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯

科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務

災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
改
正
を
行
う

も
の
。 

◇
特
別
区
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
（
５
件
） 

◇
練
馬
区
立
石
神
井
図
書
館
耐
震

補
強
お
よ
び
大
規
模
改
修
工
事

請
負
契
約 

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　（
練
馬
区
立
練
馬
女
性
セ
ン
タ
ー
） 

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
練
馬

区
障
害
者
福
祉
推
進
機
構 

　
〔
期
間
〕
３
年 

　
賛
成
＝
自
民
党
　
公
明
党
　 

　
　
　
　
民
主
ク
ラ
ブ
　
共
産
党 

　
　
　
　
社
民
党
　
市
民
の
声 

　
　
　
　
市
民
ふ
く
し 

　
反
対
＝
生
活
ネ
ッ
ト
　
緑
自
治 

　
　
　
　
オ
ン
ブ
ズ 

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
（
練
馬
区
立
向
山
庭
園
） 

　
ア
ゴ
ラ
造
園
株
式
会
社 

　
〔
期
間
〕
１
年 

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
（
練
馬
区
立
石
神
井
公
園
区
民

交
流
セ
ン
タ
ー
） 

　
練
馬
建
物
総
合
管
理
協
同
組
合 

　
〔
期
間
〕
３
年 

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
（
練
馬
区
立
田
柄
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
等
） 

　
社
会
福
祉
法
人
　
練
馬
区
社
会

福
祉
事
業
団 

　
〔
期
間
〕
２
年 

　
賛
成
＝
自
民
党
　
公
明
党 

　
　
　
　
民
主
ク
ラ
ブ
　
社
民
党 

　
反
対
＝
共
産
党
　
生
活
ネ
ッ
ト 

　
　
　
　
緑
自
治
　
オ
ン
ブ
ズ 

　
　
　
　
市
民
の
声 

　
　
　
　
市
民
ふ
く
し 

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
（
練
馬
区
立
田
柄
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
等
） 

　
社
会
福
祉
法
人
　
練
馬
区
社
会

福
祉
事
業
団 

　
〔
期
間
〕
２
年 

　
賛
成
＝
自
民
党
　
公
明
党 

　
　
　
　
民
主
ク
ラ
ブ
　
社
民
党 

　
反
対
＝
共
産
党
　
生
活
ネ
ッ
ト 

　
　
　
　
緑
自
治
　
オ
ン
ブ
ズ 

　
　
　
　
市
民
の
声
　 

　
　
　
　
市
民
ふ
く
し 

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
（
練
馬
区
立
土
支
田
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
） 

　
社
会
福
祉
法
人
　
練
馬
区
社
会

福
祉
事
業
団 

　
〔
期
間
〕
５
年 

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
（
練
馬
区
立
高
野
台
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
） 

　
社
会
福
祉
法
人
　
安
心
会 

　
〔
期
間
〕
５
年 

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
（
練
馬
区
立
豊
玉
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
） 

　
社
会
福
祉
法
人
　
奉
優
会 

　
〔
期
間
〕
５
年 

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
（
練
馬
区
立
大
泉
ケ
ア
ハ
ウ
ス
） 

　
社
会
福
祉
法
人
　
練
馬
区
社
会

福
祉
事
業
団 

〔
期
間
〕
２
年 

　
賛
成
＝
自
民
党
　
公
明
党 

　
　
　
　
民
主
ク
ラ
ブ
　
社
民
党 

　
反
対
＝
共
産
党
　
生
活
ネ
ッ
ト 

　
　
　
　
緑
自
治
　
オ
ン
ブ
ズ 

　
　
　
　
市
民
の
声 

　
　
　
　
市
民
ふ
く
し 

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
（
練
馬
区
立
石
神
井
町
福
祉
園
） 

　
社
会
福
祉
法
人
　
東
京
都
知
的

障
害
者
育
成
会 

　
〔
期
間
〕
５
年 

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
（
練
馬
区
立
白
百
合
福
祉
作
業

所
） 

　
社
会
福
祉
法
人
　
練
馬
区
社
会

福
祉
協
議
会 

　
〔
期
間
〕
５
年 

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
（
練
馬
区
立
か
た
く
り
福
祉
作

業
所
） 

　
社
会
福
祉
法
人
　
練
馬
区
社
会

福
祉
協
議
会 

　
〔
期
間
〕
５
年 

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
（
練
馬
区
立
豊
玉
障
害
者
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
） 

　
社
会
福
祉
法
人
　
練
馬
区
社
会

福
祉
協
議
会 

　
〔
期
間
〕
５
年 

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
（
練
馬
区
立
石
神
井
障
害
者
地

域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
） 

　
社
会
福
祉
法
人
　
練
馬
区
社
会

福
祉
協
議
会 

　
〔
期
間
〕
４
年
11
か
月 

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
（
練
馬
区
立
し
ら
ゆ
り
荘
） 

　
社
会
福
祉
法
人
　
東
京
都
知
的

障
害
者
育
成
会 

　
〔
期
間
〕
５
年 

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
（
練
馬
区
立
母
子
生
活
支
援
施

設
） 

　
社
会
福
祉
法
人
　
大
洋
社 

　
〔
期
間
〕
５
年 

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
（
練
馬
区
営
平
和
台
三
丁
目
ア

パ
ー
ト
等
） 

　
東
京
都
住
宅
供
給
公
社 

　
〔
期
間
〕
３
年 

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
（
練
馬
区
立
練
馬
駅
北
口
地
下

駐
車
場
） 

　
株
式
会
社
　
五
十
嵐
商
会 

　
〔
期
間
〕
３
年 

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
（
練
馬
区
立
石
神
井
公
園
駅
北

口
駐
車
場
等
） 

　
三
井
不
動
産
販
売
株
式
会
社 

　
〔
期
間
〕
３
年 

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
（
練
馬
区
立
大
泉
交
通
公
園
） 

　
ア
ゴ
ラ
造
園
株
式
会
社 

　
〔
期
間
〕
３
年 

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
（
練
馬
区
立
南
田
中
図
書
館
） 

　
株
式
会
社
　
図
書
館
流
通
セ
ン

タ
ー 

　
〔
期
間
〕
３
年 

　
賛
成
＝
自
民
党
　
公
明
党 

　
　
　
　
民
主
ク
ラ
ブ 

　
反
対
＝
共
産
党
　
生
活
ネ
ッ
ト 

　
　
　
　
緑
自
治
　
社
民
党 

　
　
　
　
オ
ン
ブ
ズ
　
市
民
の
声 

　
　
　
　
市
民
ふ
く
し 

◇
土
地
の
負
担
付
贈
与
に
つ
い
て

（
防
災
活
動
拠
点
用
地
） 

　
練
馬
区
栄
町
９
番
７
の
土
地
に

つ
い
て
、
東
京
都
か
ら
防
災
活

動
拠
点
用
地
と
し
て
贈
与
を
受

け
る
も
の
。 

◇
練
馬
区
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

◇
練
馬
区
立
幼
稚
園
教
育
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例 

　
右
２
議
案
は
、
特
別
区
人
事
委

員
会
勧
告
等
に
基
づ
き
、
給
料

表
を
改
定
し
、
給
料
月
額
を
引

き
下
げ
、
地
域
手
当
を
引
き
上

げ
る
等
の
改
正
を
行
う
も
の
。 

◇
練
馬
区
職
員
の
退
職
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例 

　
準
定
年
制
度
を
廃
止
す
る
と
と

も
に
勧
奨
退
職
制
度
の
見
直
し

を
行
う
た
め
、
改
正
を
行
う
も

の
。 

 

★
議
員
提
出
議
案 

 

◇
周
産
期
医
療
体
制
を
速
や
か
に

充
実
・
強
化
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書 

　
（
７
面
に
全
文
を
掲
載
） 

 

★
委
員
会
提
出
議
案 

 

◇
地
方
消
費
者
行
政
の
抜
本
的
拡

充
に
必
要
な
法
制
度
の
整
備
お

よ
び
財
政
措
置
を
求
め
る
意
見

書 

◇
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

軽
減
措
置
等
の
継
続
を
求
め
る

意
見
書 

　
（
７
面
に
全
文
を
掲
載
） 

定
例
会
の
開
催
予
定

定
例
会
の
開
催
予
定 

定
例
会
の
開
催
予
定 

　
短
　
信 

○
会
派
の
結
成 

か
と
う
ぎ
桜
子 

議
員
は
、

平
成
20
年
11
月
10
日
付
で

市
民
ふ
く
し
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
結
成
し
ま
し
た
。 

次
回
の
定
例
会
は 

２
月
12
日
（
木
）
か
ら
で
す
。 

傍
聴
は
ど
な
た
で
も
で
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ

い
。 
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結果のでた 結果のでた 

陳　　情 陳　　情 陳　　情 

採 採 

択 択 

練馬大根  

   

◇
陳
情
第
15
号
　
氷
川
台
駅
に
地

上
ま
で
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
に
つ
い
て 

◇
陳
情
第
98
号
・
第
102
号
・
第
103

号
・
第
104
号
　
高
齢
者
い
き
い

き
健
康
事
業
継
続
に
つ
い
て 

◇
陳
情
第
117
号
　
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

停
留
所
の
増
設
に
つ
い
て 

◇
陳
情
第
119
号
　
東
京
都
及
び
区

市
町
村
の
電
子
調
達
に
お
け
る

代
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い

て 

◇
陳
情
第
122
号
　
大
泉
町
公
共
交

通
空
白
地
域
の
バ
ス
路
線
に
つ

い
て
（
第
２
項
・
第
３
項
） 

◇
陳
情
第
123
号
　
「
地
方
消
費
者

行
政
の
抜
本
的
拡
充
に
必
要
な

法
制
度
の
整
備
及
び
財
政
措
置

を
政
府
等
に
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
に
つ
い
て 

◇
陳
情
第
124
号
　
消
費
者
行
政
の

体
制
・
人
員
・
予
算
の
抜
本
的

拡
充
に
つ
い
て 

◇
陳
情
第
127
号
・
第
128
号
　
商
業

地
等
に
お
け
る
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
負
担
水
準
の
上

限
を
65
％
に
引
き
下
げ
る
減
額

措
置
の
継
続
に
つ
い
て
の
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て 

◇
陳
情
第
129
号
・
第
130
号
　
小
規

模
非
住
宅
用
地
の
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
減
免
措
置
の
継

続
に
つ
い
て
の
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て 

◇
陳
情
第
131
号
・
第
132
号
　
小
規

模
住
宅
用
地
の
都
市
計
画
税
の

軽
減
措
置
の
継
続
に
つ
い
て
の

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て 

地方消費者行政の抜本的拡充に必要な法制度の整備 
および財政措置を求める意見書（区民生活委員会） 

周産期医療体制を速やかに充実・強化することを 
求める意見書 

固定資産税・都市計画税の軽減措置等の継続を求める 
意見書（区民生活委員会） 

　近年、食品や製品の安全性に関わる事件・事故、悪質商法、多重債務、振り込め詐
欺など消費者を取り巻く様々な分野で消費者被害が相次いでいる。全国の消費生活セ
ンターへ寄せられる苦情相談件数はこの10年間で４倍に増加し、平成18年度には110
万件に達している。しかし、相談窓口となる消費生活センターは、自治体によっては
人員・予算が必ずしも十分とは言えず、必要な相談体制がとれていない状況にある。 
　こうした中、政府は、各省庁が縦割りで行っている消費者行政を統一的・一元的に
推進できる、強い権限を持つ新組織のあり方を検討するため、消費者行政推進会議を
設置した。この消費者行政推進会議の取りまとめにおいては、消費者を主役とする政
府の舵取り役となる消費者庁を創設することや、地方自治体の消費生活センターを法
的に位置づけ、国は相当の財源を確保し、国と地方が一体となった消費者行政を強化
することなどが提言されている。このような取り組みが進められているもとでも、消
費者被害の増大に対する消費者の不安・不信は、健全な市場経済の発展に悪影響を及
ぼすにいたっており、早急な対策が求められている。 
　よって、本区議会は、国会および政府に対し、地方消費者行政を早急に拡充するた
め、次の事項について強く要望する。 
 
１　消費者被害情報の集約体制を強化するとともに、国と地方のネットワークを構築
し、消費者の苦情相談が地方自治体の消費者相談窓口において迅速かつ適切にあっ
せん処理ができるよう、消費生活センターの設置、業務、機能等について、必要な
法制度を整備すること。 
２　地方消費者行政の体制・人員・予算を抜本的に拡充・強化するための財政措置を
とること。 
 
　あて先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、消費者行政推進担当大臣 

△
 

　本年９月および10月に、東京都内において、脳出血により救急搬送中の妊婦が、複
数の病院に受け入れを拒否され、最後に搬送された病院で子どもは無事生まれたもの
の、母親一人は死亡、もう一人は依然意識不明という悲惨な事態が相次いで発生した。 
　これらの事態は、周産期医療に関する医療体制が不十分であったことに起因するも
のであり、しかも、多くの医療機関が集中している東京都内で起きたことは、妊産婦
のみならず、都民全体に大きな不安を与えたところである。 
　この不安を早急に払拭しなければならないが、とりわけリスクの高い妊娠・出産に
24時間態勢で対応すべき総合周産期母子医療センターが、その役割を果たせなかっ
た責任は重大であり、救急救命医療との連携を含めて一刻も早くその体制を充実・強
化することが不可欠である。 
　あわせて、国および都の責任において、都内の総合周産期母子医療センターのネッ
トワークの整備と地域の医療機関との連携強化を速やかに進めるべきである。 
　さらに、医師をはじめとした医療関係者の勤務環境の整備と総合周産期に係わる医
師不足を解消する施策を、一層充実していく必要がある。 
　医療体制が整っていないがゆえに、出産時に死亡するなどという痛ましい事態が、
再び繰り返されてはならない。 
　よって、本区議会は、貴職に対し、周産期医療体制を充実・強化する対策を速やか
に講じるよう、次の事項を強く要望する。 
 
１　総合周産期母子医療センターが、リスクの高い妊産婦にも対応できるよう、周産
期医療のネットワークの整備を含め、診療体制の強化を図ること。また、周産期医
療と救急医療が連携した医療体制を早急に充実すること。 

２　産科・救急科等の医師不足を解消するための施策を早急に実施すること。 
３　看護師・助産師等の医療従事者の地位の向上と勤務環境の改善を図る施策を充実
すること。 

 
　あて先：厚生労働大臣、東京都知事 

△
 

　わが国の経済は、アメリカのサブプライムローン問題に端を発した金融不安の高ま
りや株価の暴落、さらには円高が拍車をかけ、先行きの不透明な厳しい状況が続いて
いる。 
　このような中、現在東京都が実施してきている固定資産税・都市計画税の減免措置
等は、これまでも中小事業者にとって、事業の継続や経営内容の健全化に大きな力を
与えるとともに、今後も必要な措置であると考えられる。 
　23区の固定資産税は都区共通の財源であり、こうした減免措置等の継続は当区の
財政運営にも影響を与えることになるが、東京都が減免措置等を廃止することになれ
ば、区民、とりわけ中小事業者に与える影響は極めて大きく、地域社会の活性化、ひ
いては日本経済の回復にも悪影響を及ぼす要因となることが強く危惧される。 
　よって、本区議会は、東京都に対し、現在の景気状況における区民の税負担感に配
慮し、負担増になることのないよう、次の事項について強く要望する。 
 
１　小規模住宅用地に対する都市計画税を２分の１とする軽減措置を今後も継続する
こと。 

２　小規模非住宅用地に対する固定資産税・都市計画税を２割減免する措置を今後も
継続すること。 

３　負担水準が65％を超える商業地等の固定資産税・都市計画税の税額を、負担水
準が65％の場合の税額まで軽減する措置を今後も継続すること。 

 
　あて先：東京都知事 

△
 

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

　
謹
ん
で
区
民
の
皆
様
の
健

康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
区
議
会
だ
よ
り
第
171
号
は
、

平
成
20
年
第
四
回
定
例
会
を

中
心
に
編
集
し
ま
し
た
。 

　
今
年
も
皆
様
に
親
し
ま
れ
、

読
み
や
す
い
区
議
会
だ
よ
り

を
目
指
し
、
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

◇
　
　
　
　
　
◇ 

広
報
・
図
書
委
員
会 

委
員
長
　
小
川
　
け
い
こ 

委
員
長
職
務
代
理 

　
　
　
　
宮
原
　
義
彦 

委
　
員
　
山
田
　
か
ず
よ
し 

委
　
員
　
と
や
　
英
津
子 

委
　
員
　
吉
川
　
み
さ
子 

あ
と
が

あ
と
が
き 

あ
と
が
き 

会 議 の 開 催 状 況 
11
月
26
日（
水
）議
会
運
営
委
員
会
 

　
　
　
　
　
　
本
会
議（
所
信
表
明
、議
案
上
程
等
） 

　
　
27
日（
木
）本
会
議（
一
般
質
問
） 

　
　
28
日（
金
）本
会
議（
一
般
質
問
） 

12
月
1
日（
月
）本
会
議（
一
般
質
問
） 

　
　
2
日（
火
）常
任
委
員
会（
5
委
員
会
） 

　
　
3
日（
水
）特
別
委
員
会（
4
委
員
会
） 

　
　
4
日（
木
）特
別
委
員
会（
1
委
員
会
） 

　
　
　
　
　
　
常
任
委
員
会（
5
委
員
会
） 

　
　
8
日（
月
）議
会
運
営
委
員
会
 

　
　
　
　
　
　
本
会
議（
追
加
上
程
） 

　
　
　
　
　
　
常
任
委
員
会（
1
委
員
会
） 

　
　
9
日（
火
）常
任
委
員
会（
5
委
員
会
） 

　
　
10
日（
水
）特
別
委
員
会（
2
委
員
会
） 

　
　
12
日（
金
）議
会
運
営
委
員
会
 

　
　
　
　
　
　
本
会
議（
議
決
） 

会 議 の 開 催 状 況 

意　見　書 ＊第四回定例会では３件の意見書を可決し、 
　関係機関に提出しました。 


